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り
込
め
ぬ
幕
の
此
方
に
あ
る
ロ
ー
エ
ル
に
一
こ
つ
て
は
時
は
愈
々
更
け
且

つ
暗
黒
を
塘
し
た
、
そ
し
て
一
九
一
六
年
十
一
月
十
二
日
，
黄
金
の
鍵

は
彼
の
望
め
に
永
遠
の
宮
を
開
い
た
の
で
あ
っ
た
。
其
の
時
死
一
黒
の

騎
駈
1
が
彼
の
門
口
に
脆
い
九
の
で
あ
っ
た
。
一
I
l
私
は
美
し
い
東
洋

の
比
喩
を
用
み
る
。
如
何
な
る
話
に
名
高
い
墓
所
も
叉
大
理
石
の
黒
身

像
も
飛
び
去
ろ
息
を
其
の
住
家
に
館
ら
す
事
は
撃
茎
な
い
。
紳
は
彼
の

働
き
手
を
薪
り
給
ふ
。
而
し
彼
等
の
事
業
は
葬
り
去
り
給
は
な
い
。
そ

れ
は
盆
々
進
み
行
く
、
そ
し
て
我
等
の
智
識
は
菩
積
さ
れ
た
思
想
・
こ
無

鰍
の
心
漿
の
縄
験
で
あ
る
。
而
し
て
之
等
無
数
の
心
気
の
中
に
あ
っ
て

ロ
ー
エ
ル
は
重
要
以
上
の
位
置
を
充
た
し
て
み
る
。
（
T
E
生
渇
す
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
終
り
）

天
室
を
精
査
す
る
事
に
よ
っ
て
吾
人
は
藤
野
よ
り
吾
入
の
知
る
何
物
よ

り
も
遙
に
驚
異
す
べ
き
｝
未
來
を
讃
む
事
を
得
べ
し
。
教
授
ロ
～
エ
ル

謹
賦
勅
題

周
芸
大
塊
丁
寧
縄

天
象
昭
懸
歳
首
曉

和
歌
山
　
吉
　
　
田

鍾
運
日
東
冠
平
群

徳
星
如
月
照
山
雲

宇
宙
の
眞
相

小
野
　
筒
衣

　
一
九
二
一
二
年
は
來
た
。
宇
宙
は
開
け
る
。
過
去
幾
千
年
來
の
間
，
入

営
を
悩
ま
し
て
填
た
宇
宙
も
，
入
類
の
苦
悶
の
血
潮
¶
こ
、
努
力
の
陰
野

の
綜
品
た
る
吾
人
の
振
り
上
げ
る
鐵
鎚
の
一
撃
↓
打
の
前
に
は
粉
蒔
さ

れ
す
ば
止
む
ま
い
。

あ
あ
。
室
に
照
っ
て
み
る
、
満
ち
た
月
。

こ
の
机
の
傍
で
、
己
が
眠
ら
す
に

眞
夜
中
を
過
し
た
の
は
幾
度
だ
ら
う
。

こ
の
己
の
苦
を
お
前
の
照
す
の
が
今
宵
を
終
で
あ
れ
ば
好
い
に
。

悲
し
げ
な
友
よ
。
さ
ラ
云
ふ
晩
に
お
前
は

色
々
の
書
物
や
紙
の
上
に
照
っ
て
み
た
。

あ
あ
。
お
前
の
そ
の
可
愛
ら
し
い
光
ω
下
に
、

高
い
山
の
脊
を
歩
く
こ
一
こ
は
出
來
ま
い
か
。

あ
ら
ゆ
る
知
識
の
塵
の
中
か
ら
蝉
脱
し
て
、

お
前
の
露
を
浴
び
て
盟
を
直
す
こ
¶
こ
は
出
・
來
ま
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
グ
エ
テ
）

眞
理
は
法
王
の
有
な
ら
す
、
學
者
の
有
な
ら
す
。
之
を
愛
す
る
も
の
の

有
な
り
。
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（
プ
ル
ノ
ー
）

我
は
山
路
を
歩
み
行
き
ぬ
、

み
ち
す
が
ら
，
、
我
は
若
き
頃
よ
り
の
多
く
の
寂
し
き
漂
泊
を
思
ひ
、
ま

た
我
が
如
何
に
多
く
の
山
－
こ
、
山
の
脊
ε
、
山
の
頂
－
こ
を
既
に
肇
ぢ
し

か
を
思
ひ
き
。
「
我
は
漂
泊
者
な
り
、
登
山
者
な
り
。
」
我
は
心
に
言
へ
り

き
。
「
我
は
重
心
を
愛
せ
す
。
ま
た
我
は
久
し
き
に
亙
り
て
静
座
す
る
こ

ξ
能
は
じ
一
こ
見
ゆ
。
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ニ
イ
チ
ェ
）

先
づ
私
は
シ
ヨ
ー
ペ
ン
ハ
ゥ
エ
ル
ー
こ
共
に
、
斯
う
信
ず
る
。
藝
術
，
こ
科

學
に
導
く
最
も
強
い
動
…
機
の
一
つ
は
、
聾
し
い
粗
野
、
慰
な
き
荒
蓼
の

古
き
日
の
生
活
か
ら
遁
れ
、
永
遠
に
移
り
ゆ
く
自
己
の
欲
望
の
束
縛
か

ら
の
が
れ
よ
う
一
こ
す
る
心
で
あ
る
一
こ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ア
イ
ン
ス
タ
イ
ン
）

先
人
の
貴
き
歩
の
後
を
尋
ぬ
れ
ば
。
グ
エ
テ
に
創
作
の
後
の
現
勢
あ
り

ブ
ル
ノ
ー
に
世
の
歴
迫
に
封
ず
る
反
抗
あ
り
，
ニ
イ
チ
エ
に
創
造
へ
の

憾
あ
り
，
ア
イ
ン
ス
タ
イ
ン
に
、
係
裕
あ
る
眞
理
へ
の
熟
望
が
あ
る
。

夫
れ
眞
理
は
薄
紫
の
酒
な
り
。
あ
あ
紅
の
愛
の
毒
酒
は
飲
む
も
の
あ
ら

ん
。
線
色
の
藝
術
の
酒
は
汲
む
も
の
あ
ら
ん
。
灰
藍
色
の
宗
教
の
衣
は

十
字
架
の
血
に
染
ま
り
。
ソ
ク
ラ
テ
ス
は
黒
褐
色
の
毒
の
杯
を
飲
み
乾

し
ぬ
。
創
作
者
の
苦
は
使
徒
の
苦
な
り
。
創
造
す
る
所
の
大
哲
も
嘗
て

は
キ
ユ
ゥ
ピ
ツ
ト
の
矢
面
に
立
た
ざ
り
し
か
。
紅
、
緑
，
灰
藍
、
黒
褐

の
色
の
中
に
は
甘
味
あ
り
。
さ
は
れ
眞
理
の
薄
紫
の
水
に
は
水
晶
の
如

き
透
徹
－
こ
氷
の
如
き
冷
静
あ
り
。
之
に
至
る
る
も
の
は
悉
く
そ
の
ま
こ

、
こ
の
姿
を
映
じ
、
混
沌
も
整
嚇
に
蹄
し
、
一
切
は
悉
く
複
雑
に
し
て
系

統
あ
り
脈
絡
あ
り
調
和
あ
る
完
全
そ
れ
自
艦
た
る
、
薄
紫
の
水
晶
冨
を

形
作
る
に
至
る
。
そ
の
殿
堂
の
、
形
ε
な
っ
て
現
は
る
る
も
の
に
は
、

太
陽
あ
り
、
自
然
あ
り
、
星
花
燦
然
た
る
脊
隆
あ
り
。
そ
の
認
識
穐
こ
な

り
，
創
造
ミ
な
る
所
に
は
文
化
あ
り
。
我
等
右
手
に
星
座
表
を
持
ち
，

左
手
に
先
人
の
創
作
の
後
を
追
ひ
、
い
で
眞
理
の
殿
堂
の
最
初
の
段
階

を
黎
ぢ
行
か
ん
か
。

さ
て
、
諸
君
は
天
球
、
天
球
の
赤
道
、
星
の
赤
縄
赤
緯
の
何
で
あ
る
か

を
前
號
を
繰
返
へ
し
繰
返
へ
し
讃
ま
れ
た
方
に
は
既
に
は
つ
き
り
頭
に

入
っ
た
事
ご
思
ふ
。
さ
て
其
時
春
分
鮎
－
こ
は
何
で
あ
る
か
ミ
は
後
に
述

べ
る
ざ
云
っ
て
置
い
た
が
、
其
時
は
春
分
鮎
ε
は
便
利
の
た
め
の
天
球

の
赤
道
上
の
一
定
鮎
た
一
こ
書
い
て
置
い
た
。

春
分
黙
，
、
こ
は
何
ぞ
や
Q
諸
君
、
一
年
聞
，
例
へ
ば
春
ミ
夏
－
こ
秋
－
こ
冬
ξ

に
於
て
、
太
陽
の
西
山
に
浸
し
た
後
、
そ
の
，
附
近
に
あ
る
星
座
の
何
な

り
や
を
注
意
し
て
見
た
ま
へ
。
諸
君
は
そ
の
時
々
に
獲
て
，
帥
春
S
夏

ミ
秋
－
こ
冬
－
こ
に
於
い
て
日
章
後
西
の
方
の
山
際
に
表
れ
る
星
座
の
異
る

を
見
出
す
で
あ
ら
う
。
帥
春
分
の
頃
に
於
て
は
日
没
直
ぐ
後
に
、
西
の

騒
ぎ
わ
に
、
ア
ン
ド
ロ
メ
ダ
、
三
角
、
牡
羊
等
の
星
座
を
見
出
す
で
あ

ら
う
。
夏
至
の
頃
に
於
て
は
、
豪
者
、
亡
子
、
小
犬
等
の
星
座
を
見
出



苗

す
で
あ
ら
う
。
叉
秋
分
の
頃
に
は
乙
女
星
座
、
冬
至
の
頃
に
は
鷲
座
を

見
出
す
で
あ
ら
う
。
そ
う
し
て
春
分
の
頃
に
は
再
び
ア
ン
ド
ロ
メ
ダ
等

を
見
出
す
で
あ
ら
う
。
部
太
陽
は
一
年
間
に
星
座
の
間
を
蓮
諭
し
、
再

び
H
周
の

後
も
ご
に

餓
る
を
知

る
。
帥
太

陽
は
春
分

の
頃
ペ
ガ

サ
ス
や
ア

ン
ド
ロ
メ

グ
ミ
鯨
－
こ

の
間
よ
り

出
為
し
，

牡
牛
、
丁

子
、
獅
子

乙
女
、
天

秤
、
蝸
、

’
圖
精
霊
墓

　
　
　
　
　
　
プ

p
　
寒
5

爽
盗
x
》
φ

壕
　
　
六

，v＝FPM幽圃■■職

暴
舞

ψ
、
・
熊

．
誰

試
叢
・
戸

〆
〆
！
虫

　　

@
炉
冬
至
臭
素

織滋
　　　　輯。ノ

，戸・醗

射
手
。

山
羊
、

水
瓶
等

の
諸
星

座
を
順

次
蓮
行

し
て
春

分
の
頃

再
び
ペ

ガ
サ
ス

ミ
鯨
、
こ

の
間
に

覆
る
の

“
二
〇
　
P

J
－
　
　
口
長

太
陽
は

「
年
間
に
天
球
上
を
｝
周
す
る
σ
こ
の
道
を
天
球
上
に
諒
け
ば
M
つ
の

大
圓
を
得
る
。
こ
の
大
圓
を
圖
に
示
す
ε
、
↓
圖
に
示
す
．
様
に
な
る
。
．

即
一
、
圖
は
天
球
を
示
す
。
P
は
天
球
の
北
極
F
は
天
球
の
南
極
P
F
は

軸
、
1
2
3
等
は
赤
経
で
、
身
共
の
書
い
て
あ
る
線
は
赤
消
だ
。
そ
れ

か
ら
こ
の
赤
道
－
こ
赤
面
零
時
及
十
二
時
の
所
で
交
っ
て
み
る
大
雨
こ
そ

は
黄
道
師
太

陽
の
天
球
上

に
於
け
る
移

動
の
道
で
太

陽
は
天
球
上

で
一
年
間
に

こ
の
大
圓
に

沿
ひ
一
周
す

る
。
矢
の
方

向
は
太
陽
の

進
む
方
向
を

示
す
。
こ
の

黄
道
に
於
て

黄
道
が
南
牟

球
か
ら
北
牛

球
に
移
る
所

二

べ
星蝿ρ

で
赤
道
を

切
る
貼
あ

ら
ん
。
之

こ
そ
春
分

鮎
ε
呼
ば

れ
る
も
の

で
通
常
γ

（
ガ
ン
マ

ァ
）
を
以

で
表
は
さ

れ
る
も
の

だ
。
こ
の

鮎
を
赤
経

の
起
黙
－
こ

し
て
赤
経

零
時
零
分

零
秒
の
所
－
こ
定
め
た
の
で
あ
る
。
さ
れ
ば
春
分
貼
こ
そ
は
全
く
假
想
的

の
鮎
で
た
だ
偲
利
の
爲
黒
吾
入
の
探
遷
し
た
も
の
に
過
ぎ
す
。
印
度
洋

を
経
て
歓
洲
航
路
を
取
る
も
の
熟
獅
域
に
於
て
海
中
に
赤
き
赤
道
を
見
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る
こ
一
こ
を
豫
期
す
る
愚
者
の
な
い
限
り
、
天
平
を
仰
い
で
春
分
鮎
を
望

遠
鏡
で
眺
め
ん
・
こ
す
る
も
の
無
き
こ
ぐ
」
は
り
な
り
。
春
分
の
頃
春
分
鮎

を
配
し
た
る
太
陽
は
天
球
上
に
撃
て
幾
多
の
星
座
の
間
を
過
ぎ
て
夏
至

の
頃
黄
道
上
の
夏
至
鮎
に
至
り
、
更
に
幾
多
の
星
座
を
経
て
北
孚
球
よ

り
南
牟
球
に
移
る
所
に
赤
道
を
切
ら
ん
、
こ
の
鮎
は
秋
分
鮎
ご
呼
ば
る

更
に
幾
多
の
星
座
を
縄
て
冬
至
の
頃
冬
至
鮎
に
至
り
夏
に
幾
多
の
星
座

を
経
て
最
初
春
分
黙
を
喫
し
て
よ
り
一
年
し
て
も
ミ
の
春
分
鮎
に
復
聾

す
雪
中
多
く
の
文
字
は
太
陽
の
通
り
行
く
諸
星
座
を
示
す
。
但
文
字
の

上
に
●
印
あ
る
は
圖
に
於
て
天
球
の
向
ふ
側
を
意
味
す
。
○
鮎
は
天
球

の
中
心
な
り
。
さ
て
宇
宙
へ
登
足
す
る
前
に
吾
人
は
先
づ
近
く
の
太
陽

系
に
就
て
簡
軍
な
る
解
明
を
な
さ
ん
。
太
陽
系
ξ
は
何
ぞ
や
。
そ
は
第

・
二
元
を
見
は
明
か
な
り
。
即
輝
く
星
太
陽
－
、
一
地
球
の
如
く
月
の
如
き
輝

か
ざ
る
、
さ
れ
，
ご
太
陽
に
照
ら
さ
れ
て
、
太
陽
の
光
線
を
反
射
す
ろ
こ

ミ
に
依
り
て
光
る
所
の
遊
星
（
中
に
は
自
ら
光
を
淫
す
る
も
の
も
な
し

S
は
断
言
せ
す
）
の
岡
の
如
き
集
團
即
系
を
太
陽
系
－
こ
は
名
づ
く
る
。

圖
に
於
て
客
遊
星
の
大
さ
は
極
大
豊
穰
の
如
く
で
あ
る
ミ
考
へ
て
も
大

虚
の
想
像
は
つ
く
が
、
軌
道
の
大
さ
に
就
て
は
岡
の
通
り
で
は
な
い
、

之
は
大
受
の
考
を
頭
へ
入
れ
る
た
め
の
極
め
て
大
ざ
っ
ぱ
な
圖
に
過
ぎ

な
い
。
慮
ん
・
古
代
に
於
て
は
如
何
に
地
球
が
全
部
で
あ
っ
た
事
よ
。
師

地
球
が
［
切
の
中
心
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
、
所
が
そ
れ
か
ら
後
太
陽
が

中
心
に
な
っ
た
。
之
は
大
な
る
革
命
で
あ
り
塩
嚢
展
で
あ
っ
た
。
．
所
が

此
頃
で
は
太
陽
系
中
心
時
代
を
去
っ
て
夏
に
宇
宙
全
艦
の
中
心
へ
吾
人

の
竜
胆
を
移
し
た
の
だ
。
お
、
何
ん
一
こ
い
．
幽
改
革
で
あ
ら
う
。
宇
宙
の

中
心
は
一
諾
何
彪
に
あ
る
か
、
そ
れ
は
今
や
分
っ
て
る
る
Q
凝
れ
後
に

述
べ
る
。
か
く
し
て
、
柳
球
よ
り
太
陽
へ
、
太
陽
よ
り
更
に
宇
宙
の
中

心
へ
。
あ
あ
今
後
幾
ば
く
な
ら
す
し
て
吏
に
大
宇
宙
の
中
心
へ
吾
人
の

起
鮎
を
移
す
こ
一
こ
の
近
き
日
に
み
る
事
を
断
言
し
て
も
大
丈
夫
だ
ε
思

ふ
。
我
々
は
文
化
の
進
ん
だ
経
路
を
辿
っ
て
，
愈
々
宇
宙
へ
乗
出
そ
う

さ
て
太
陽
系
「
こ
い
ふ
も
の
は
吾
人
の
眼
に
こ
そ
少
々
は
大
き
く
映
れ
、

宇
宙
を
考
へ
る
場
合
に
は
、
帥
天
球
を
考
へ
る
場
合
に
は
前
號
に
も
云

っ
た
通
り
天
球
の
中
心
た
る
○
鮎
の
中
へ
入
っ
て
し
ま
ふ
程
小
さ
な
取

る
に
も
足
ら
ぬ
も
の
だ
ミ
云
ふ
事
を
は
っ
き
り
頭
へ
入
れ
て
お
い
て
宏

大
な
宇
宙
へ
獲
足
す
る
。
今
迄
の
所
は
こ
の
私
の
文
章
に
つ
い
て
は
不

必
要
だ
。
だ
が
急
に
宇
宙
へ
乗
の
出
し
て
も
，
豫
備
智
識
の
足
り
な
い

幸
福
が
靖
こ
う
な
っ
て
み
る
の
や
ら
、
ぼ
ん
や
り
讃
ん
で
、
た
だ
貧
し
い

想
像
の
シ
ャ
ボ
ン
玉
を
凄
し
く
も
ふ
く
ら
ま
し
て
貰
っ
て
は
困
る
か
ら

今
迄
誰
に
で
も
分
る
楼
に
豫
備
智
識
を
こ
ま
ご
ま
、
く
、
ご
く
，
ご
一
こ
書
い

て
來
た
が
、
之
は
私
の
護
者
に
封
ず
る
ホ
ン
の
老
婆
心
か
ら
な
の
だ
。

我
が
言
辞
往
々
に
し
て
不
遜
侮
蔑
の
僻
あ
る
も
、
我
は
ニ
イ
チ
エ
の
末

流
を
汲
む
も
の
、
大
横
彼
が
言
辞
の
端
々
が
我
を
通
じ
て
表
は
る
ろ
も

楽
な
ろ
哉
。

　
　
　
艮
　
　
　
　
　
訂
男

　
　
　
金
　
　
　
　
　
　
　
」
｛
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銀
河
噛
こ
は
何
ぞ
や
。

諸
君
は
天
の
川
を
見
る
。
天
の
川
こ
そ
は
銀
河
で
あ
る
。
雲
の
如
く
霞

の
如
く
見
ゆ
る
銀
河
も
實
は
多
く
の
星
を
極
め
て
遠
距
離
か
ら
見
た
結

果
に
過
ぎ
な

い
。
銀
河
は

天
球
上
に
於

て
、
鷲
座
よ

り
白
鳥
、
ヶ

ブ
エ
ウ
ス
．

カ
シ
オ
ペ
ア
、

ペ
ル
セ
ウ
ス
、

駅
者
を
経
て
、

端
子
、
小
犬
、

一
角
獣
、
ア

ル
ゴ
、
ケ
ン

タ
ウ
ル
ス
、

祭
壇
、
蝸
，

炉《穿∠

》
栄養藷

搾 り

碕

，
固

0
　
　
／

　
　
　
　
、

　
　
　
、

　
　
　
、

阪
　．

i’轟α・銘

馨ノ
Giスルラタ

’

緊壇5・

ヒ鳶

63瞳
　　旧

習
遺
、

射
手
を

繹
て
再

び
鷲
座

に
認
る

帯
状
の

星
ω
流

惰
こ
し
て

見
え
る

（
三
世
）

吾
人
は

適
量
を

仰
ぐ
時

星
を
天

球
に
は
り
着
け
て
見
て
み
る
。
言
を
換
ふ
れ
ば
星
を
天
球
へ
投
射
し
た

も
の
を
見
て
み
る
。
距
離
に
干
て
の
考
を
省
い
て
見
て
み
る
Q
天
球
で

あ
の
様
に
見
え
る
銀
河
は
轡
．
際
室
間
に
於
て
如
何
に
星
が
分
布
し
て
み

る
の
で
あ
ら
う
か
。
団
匪
は
第
四
圖
の
様
に
分
布
し
て
み
る
の
で
あ
る
。

帥
第
四
圖
は
切
口
を
示
し
た
も
の
で
圖
の
様
に
星
が
室
間
に
分
布
し
て

を
れ
ば
零
を
境
に
し
て
上
下
三
十
度
の
間
の
天
球
上
で
は
二
十
の
二
倍

帥
四
十
の
星
が
見
え
よ
う
し
三
十
度
か
ら
六
十
度
の
間
で
は
上
下
で
七

の
二
倍
即
十
四
の
星
が
天
球
上
で
見
え
よ
う
し
、
六
十
度
か
ら
九
十
度

の
間
で
は
上

下
で
五
の
二

倍
師
十
の
星

が
見
．
乙
よ
う
。

邸
零
度
附
近

に
に
多
く
の

星
が
密
集
し

て
見
え
丁
度

銀
河
の
様
に

帯
ω
様
に
見

え
る
の
だ
。

圖
で
P
F
を

軸
に
し
て

の
あ
る
の
で
な
い
、 　　　o　　　　　　　陵

@　60　　9b。

脂v〉臥二
ρ
ご
7

㎝
圃

．。．

諱轣A1，・鼎

．　　　・～0，9　．　　　　　　　　，．・．∵，ol・㌧・？・

E

鳳∴夢敵1：ら：ノ
’

20
@　7　∫

　　　　20
_　7

f
P

大
盗
の
有
様
を
示
し
た
藪
に
止
る
。

P
E
P
の
部

分
を
↓
ま
は

り
廻
押
し
た

も
の
が
實
際

の
分
布
な
の

だ
Q
だ
か
ら

實
際
の
欺
態

は
一
種
の
扁

李
艦
な
の

だ
。
圃
で
二

十
，
七
、
五
、

等
の
藪
字
に

特
別
の
意
義

天
球
上
で
銀
河
は
一
つ
の
大
込
に
沿
ひ
帯
歌
に
な
っ
て
見
え
ろ
。
こ
の

大
言
ω
定
め
ろ
李
面
を
銀
河
の
李
面
－
こ
云
ふ
。
こ
の
大
部
こ
そ
は
銀
河

系
座
標
に
於
け
る
赤
道
Σ
は
な
る
も
の
だ
。
こ
の
銀
河
の
李
面
の
精
確
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な
決
定
法
は
今
は
述
べ
る
事
を
止
め
る
。
さ
て
銀
河
系
座
標
の
赤
道
は

決
っ
た
一
こ
し
て
、
こ
の
赤
道
は
天
球
の
赤
道
を
第
三
圖
に
示
す
如
く
、
六

十
三
度
の
傾
角
で
切
り
、
銀
河
系
座
標
の
赤
道
は
天
球
の
赤
道
－
こ
、
鷲
座

の
所
ε
，
一
角
獣
の
所
噂
こ
の
二
箇
所
で
交
っ
て
み
る
。
そ
う
し
て
銀
河

系
座
標
の
北
極
は
赤
経
十
二
時
四
十
ヒ
分
，
赤
緯
北
二
十
七
度
、
で
銀
河

系
座
標
の
南
極
は
上
に
云
っ
た
北
極
－
、
・
天
球
の
中
心
を
結
ん
だ
直
線
が

再
び
天
球
に
出
會
ふ
鮎
だ
。
銀
河
系
座
標
の
北
極
を
赤
縄
十
三
時
、
赤

緯
北
二
十
七
度
，
、
こ
大
愚
す
れ
は
銀
河
系
座
標
の
南
極
は
赤
経
一
時
、
赤

緯
南
二
十
七
度
ε
見
て
よ
い
。
星
座
で
云
ふ
，
こ
銀
河
系
座
標
の
北
極
は

髪
座
の
所
に
下
り
、
銀
河
系
座
標
の
南
極
は
彫
刻
室
座
の
所
に
當
る
。

大
艦
銀
河
系
座
標
に
於
て
銀
河
系
座
標
の
赤
道
一
、
一
銀
河
系
座
標
の
爾
極

が
決
っ
た
今
、
之
に
依
っ
て
新
ら
た
に
銀
河
系
座
標
の
二
度
緯
度
を
定

め
て
行
か
う
ぐ
一
い
ふ
の
だ
。

さ
て
纏
度
の
起
訴
、
こ
し
て
、
銀
河
系
座
標
の
爾
極
を
連
ね
る
直
線
即
軸

を
含
み
，
太
陽
向
鮎
を
過
ぎ
る
三
面
が
天
球
、
こ
交
っ
て
出
発
る
大
圓
を

基
準
に
取
る
。

太
陽
向
鮎
は
赤
縄
十
八
時
二
分
、
赤
緯
北
三
十
四
度
だ
。

銀
河
系
座
標
の
経
度
は
零
度
か
ら
三
百
六
＋
度
盛
、
銀
河
系
座
標
の
緯

度
は
銀
河
系
座
…
標
の
北
極
の
方
ヘ
プ
ラ
ス
で
九
十
度
、
銀
河
系
座
標
の

南
極
の
方
へ
、
マ
イ
ナ
ス
で
九
十
度
あ
る
。
銀
河
系
座
標
に
於
け
る
纒

度
、
緯
度
を
藪
箇
の
星
に
就
て
墾
け
て
み
る
。
師
第
｝
表
は
そ
う
だ
。

そ
れ
か
ら
第
三
圖
に
於
て
は
、
E
R
は
天
球
の
赤
道
た
る
大
圓
で
、
G
6
1

は
銀
河
系
座
標
に
於
け
る
赤
道
だ
。
天
球
の
赤
道
に
沿
う
て
の
数
字
は

表第

星　　の　　名 銀河系経度 眼河系緯度

三　＋　一・，髪 43。48’2，”06 ↓88036’ゴ4，”38

牝　極　星 6G　38　3，53 ＋2535％，88
アPレフア，尺・レセウス 90　1439，72 一528　6，25
カ　バ　ア，ベルセウス go　ξ223，45 一12　1鰯38
アルファ，牡牛 124　5529，89 一20　1752，28

イプシロン，ナリナン 149　517，46 一165250，86
ミ　ユ　1，蛇遣 320　壬S　5，86 ＋12　652，19

四，　　　鷲 337　3814，83 ＋15443．94

赤
経
を
表
は
し
、
G
α
大
園
に

思
う
て
の
数
字
は
銀
河
系
座
標

の
経
度
を
表
は
す
。
二
重
丸
の

し
て
あ
る
の
は
天
球
の
中
心
で

N
・
s
は
天
球
の
北
極
ミ
南
極
で

四
角
の
中
に
入
っ
て
み
る
N
B

は
銀
河
系
座
標
に
於
け
る
北
極

ミ
南
極
だ
Q
大
園
に
つ
い
て
ゐ

．
る
矢
は
赤
纒
及
銀
河
系
継
度
の

屠
し
て
行
く
方
向
を
示
す
o

s
A
，
－
こ
書
い
て
あ
る
の
は
太

陽
同
貼
た
。
四
角
の
中
に
入
っ

て
み
る
N
よ
の
干
し
て
太
陽
向

鮎
を
通
り
銀
河
系
座
標
の
赤
道

に
終
っ
て
み
る
曲
線
は
銀
河
系

座
標
の
爾
極
－
こ
太
陽
向
鮎
を
通

る
李
面
が
天
球
を
切
っ
て
生
す

る
大
守
の
四
分
の
一
を
表
は
し

て
み
る
。
此
曲
線
が
銀
河
系
赤
道
に
合
す
ろ
鮎
が
師
銀
河
系
縄
度
の
起
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鮎
で
銀
河
系
麗
度
零
度
の
所
だ
。

本
文
の
後
牟
帥
銀
河
系
座
標
に
課
す
る
部
分
に
就
て
は
次
の
書
を
参
考

こ
し
こ
o

p
u
　
　
ψ
－

　
　
〉
身
≡
9
δ
9
ご
○
び
。
。
o
署
p
8
マ
。
男
3
己
号
ゆ
6
一
σ
q
5
器
粘
晋
ω
・

一
月
號
・
こ
本
號
ご
で
豫
備
智
識
を
終
り
、
次
號
よ
り
本
文
に
入
る
。

名
前
の
い
ろ

く天
文
　
豪
人

　
　
　
寄
　
　
附
　
　
者

　
一
九
一
九
年
。
ア
メ
リ
カ
の
カ
ー
ネ
ギ
ー
研
究
所
に
禺
す
る
ウ
ィ
ル

ソ
ン
山
観
測
所
で
當
時
世
界
第
一
の
反
射
望
遠
鏡
が
完
成
し
た
。

　
去
れ
は
フ
ヅ
カ
i
ε
い
ふ
人
の
四
萬
五
千
弗
の
寄
附
に
よ
っ
た
も
の

で
口
径
が
百
イ
ン
チ
師
ち
二
百
五
十
四
セ
ン
チ
ε
い
ふ
大
物
で
あ
る
。

何
し
ろ
素
敵
も
な
く
大
き
な
鏡
を
造
る
こ
ミ
で
あ
る
か
ら
、
材
料
の
ガ

ラ
ス
を
得
る
の
に
有
名
な
フ
ラ
ン
ス
の
硝
子
製
造
所
が
幾
度
も
簾
直
し

を
や
っ
た
程
で
、
寄
附
者
の
フ
ッ
カ
ー
氏
は
く
旨
う
く
丁
田
來
榮
へ
を

見
る
こ
ミ
が
出
來
す
一
九
＝
年
に
浸
し
て
仕
舞
つ
た
。
そ
れ
で
此
反

射
鏡
を
完
成
さ
せ
る
た
め
に
カ
ー
ネ
ギ
ー
財
團
は
倫
ぽ
多
額
の
金
を
投

じ
た
の
で
あ
る
。
此
様
に
し
て
十
年
餓
の
日
子
を
費
し
て
出
來
上
っ
た

望
遠
鏡
を
呼
ぶ
の
に
、
百
イ
ン
チ
望
遠
鏡
ご
い
っ
て
も
差
支
へ
は
な
い

で
あ
ら
う
け
れ
共
最
初
の
寄
附
者
の
名
を
記
念
し
て
フ
ッ
カ
ー
望
遠
鏡

－
こ
呼
び
な
ら
は
し
て
み
る
。
何
、
こ
や
さ
し
い
命
名
法
で
は
な
か
ら
う
か
。

倫
ほ
此
様
な
例
は
決
し
て
稀
で
は
な
く
同
じ
ウ
ィ
ル
ソ
ン
山
の
ス
ノ
ー

望
遠
鏡
叉
チ
リ
の
ミ
ル
ス
分
光
爲
眞
儀
な
，
ご
、
寄
附
者
の
名
前
を
つ
け

た
例
は
ロ
ハ
に
此
等
に
止
ら
な
い
の
で
あ
る
。
然
し
其
様
な
名
前
の
附
け

方
は
日
本
な
¶
ご
で
は
殆
ん
，
ご
見
掛
け
ぬ
所
で
あ
ら
う
。

　
一
膿
機
械
の
名
前
を
附
け
る
の
に
は
い
ろ
～
～
な
や
り
方
が
あ
る
。

そ
の
機
械
の
特
種
の
使
用
法
や
叉
特
種
の
構
造
か
ら
名
前
を
附
け
る
で

あ
ら
う
し
、
同
じ
く
人
の
名
前
を
冠
ぶ
せ
る
に
し
て
も
考
案
者
の
名
前

を
ミ
つ
て
ハ
ル
ト
マ
ソ
光
度
計
S
か
ク
ッ
ク
ソ
ン
浮
遊
天
頂
儀
ミ
か
構

へ
る
し
、
反
射
望
遠
鏡
で
は
ニ
ュ
ー
ト
ン
式
、
グ
レ
ゴ
リ
ー
式
ミ
い
っ

た
も
の
で
あ
ら
う
。
叉
工
作
者
、
製
造
業
者
の
名
前
を
冠
せ
て
呼
ぶ
も

め
も
澤
山
あ
る
，
從
っ
て
崩
れ
に
は
番
號
を
附
け
加
へ
る
必
要
が
あ
る

こ
ミ
は
申
す
迄
も
な
い
。
時
計
の
如
き
は
り
ー
フ
ラ
ー
の
何
番
ε
い
ふ


